
 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 Ｃ－８－１ 

事業名    林業研究センター施設管理事業 

事業費  44,418千円（国費：33,313千円） 

          内訳 需用費（修繕費）7,167千円、工事請負費 3,246千円、 

備品購入費 33,094千円、委託料 911千円 

事業期間 平成２４年度 

事業目的・事業地区 

福島県林業研究センターは、森林・林業・木材産業に係る県内唯一の試験研究機関で

あり、ナメコ生産技術やスギ花粉症対策、ブナ・クロマツ等の増殖困難樹種の増殖技術

など全国的にも先駆的な試験研究を行っている。被災により施設・設備に影響はあるが、

津波により被害を受けた海岸防災林の復旧や放射性物質による森林・木材・きのこ等へ

の影響に係る試験研究に取り組んでおり、森林・林業・木材産業の復興と県民の安全・

安心の確保を図っている。東日本大震災により被害を受けた郡山市の産業・雇用を回復

させるとともに、森林・林業・木材産業の振興に必要な研究や震災・放射線対策に係る

試験研究に早急に取り組むため、林業研究センターの施設・設備・試験機器の復旧を行

う。 

事業結果 平成２４年度 

○施設・設備復旧（管理道路・本館周辺敷地修繕、ボイラー室・倉庫撤去、加湿器

設置、視聴覚施設整備、木材人工乾燥施設整備） 

○試験研究用器具復旧（分取用高速液体クロマトグラフィー、ガラス器具類等、木材

製分分析装置、フィンガージョインター、グレーディングマシン） 

事業の実績に関する評価 

①事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

震災により損傷した、センター内管理用道路及び本館周辺敷地の修繕と、震災に

より損壊したボイラー室及び倉庫（旧公舎）を撤去したことにより、センター機能

の早期の回復に繋がった。これにより、一般県民に場内を開放する福島県林業祭来

場者の通行の安全を確保できたほか、キノコの放射性物質濃度測定の早期実施が可

能となり、県民に対する食の安全・安心の確保に繋がった。 

また、キノコの成分を分離精製する分取用高速液体クロマトグラフィー、加工木

材の成分を分析するガスクロマトグラフィー、特用林産実習舎の加湿器、人工乾燥

装置については震災により損傷した機器を更新、修繕することにより、特用林産及 

  び木材加工部門の研究が支障なく推進できることになった。 

一方、木材試験研究施設の木材加工機械のうち、震災で損傷したフィンガージョ

インター、グレーディングマシンについてはそれぞれ更新することにより、木材加

工の研究推進に加え、従前どおりオープンラボラトリーとして、県内外の木材業者

等に広く開放されるようになった。 

 

②コストに関する調査・分析・評価 

事業実施前に内容を精査し、事業費縮減に努めたほか、林業研究センターの機能が

短期間で震災以前の水準に回復、維持できたことから、当該事業費は妥当な規模であ



ると考えられる。 

 

③事業手法に関する調査・分析・評価 

本事業により林業研究センターの機能の回復と業務水準の維持が図られ、ふくしま

農林水産業新生プランに位置づけられる林業・木材産業の振興に係る試験研究の推進

に寄与するとともに、森林整備と放射性物質の除去・低減にも寄与するものであり、

本事業は妥当なものであったと考えられる。 

 

○復興交付金事業計画の有用性、経済性や復興交付金事業計画の実施に当たり改善が可

能であった点は、特になし。 

 

事業担当部局 

福島県 農林水産部 林業振興課 024－521－7426 
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